
■起業と継続■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 219号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：起業と継続 

 

僕は「起業支援活動家」と名乗ることにしている。 

それは、「起業と創業」は違うことで、僕が取り組みたいのは創業でなく起業の方だから。 

創業とは「初めてのこと」への挑戦で、２回目以降は創業とは言わない。 

だが、起業とは「従来と違うこと」への挑戦で、現状に行き詰まれば何度でも起業する必要がある。 

世間では、起業と創業の違いなど気にする人はほとんどいないが、僕にとってはこの違いは重要だ。 

なぜなら、僕が 20 年前に経験した建設会社の倒産は、結果としてその 2 か月後、新たな建設会社を生み出した

から。 

この新会社は今年で創業 20年を迎えるので、社会から見ればこれは創業だったと言える。 

だが、僕にとって建設会社というビジネスは 2度目なので、創業の苦労などほとんどなかった。 

むしろ、「潰れてしまった元の会社とどのように違う経営をするか」が僕の課題であり、そこで僕は「創業」の概

念を持つことは無かった。 

・ 

僕が新たな建設会社を立ち上げて、どうやら軌道に乗りかけてきたころに、ある廃校活用プロジェクトから SOS

が舞い込んできた。 

2004 年 10 月に IID 世田谷ものづくり学校を立ち上げた会社（IDEE）の経営体制がその 12 月に変わってしま

い、このプロジェクトを独立分社化させたいという。 

僕が迷わずこの話に飛びついたのは、このプロジェクトを救いたいという思いだけでなく、僕にとっての「起業

＝違うことへの挑戦」だったからだと、今は思う。 

というのも、ここで引き受けた「校長」という役割は、決してここを変えることでなくむしろ守ることだった。 

経営体制が変化して本社からのサポートが無くなり、近隣社会からは強引な開業に対する不信が募り、運営スタ

ッフたちの士気も下がる中、その逆風に立ち向かうという「守りの変化」が僕の役割だと思った。 



そこで僕は、関係者たちはもちろんのこと、廃校の貸主である世田谷区とも良好な関係を築くため、積極的に語

りかけた。 

すると今度は、世田谷区から「区民の起業相談を受けて欲しい」と依頼が来た。 

振り返ってみれば僕はこの時、自分の取組が「起業」だと気づいたのかもしれない。 

・ 

起業と創業の共通点は、いずれも本人にとっては「初めてで新しい」ということだ。 

一方で、起業と創業の違いは、他の人にとっても「新しいかどうか」ということだ。 

つまり、本人にだけ新しい創業は経験者や教科書などで学ぶことができるが、誰にとっても新しい起業は誰にも

教わることができない。 

だから、僕の「起業支援」とは、僕が教えてあげるのでなく、僕も一緒に考え、やってみることを指す。 

新しいとは、まだ知らない未知のこと。 

誰も知らない新しいことは、誰からも理解されず、認められないことが多い。 

だから僕はまず本人に寄り添って、その価値や必要性を知ることで一緒に考えたいと思っている。 

会社をつぶした後の 20年、僕はずっとそんな活動に取り組んでいるように思える。 

・ 

「新しい」が未知のことなら、「古い」は既知のことであり、未来が新しくて、過去が古いというわけではない。 

過去から新たなことを知り、胸がときめくことがあれば、古いままの未来に絶望し、希望が持てないこともある。 

生まれたばかりが新しく、時間が経てば古くなるのは、時とともに未知が機知に変化して、次第に新しくなくな

ることを示しているに過ぎないと思う。 

もしも成功が継続し、誰も行き詰らない世界なら、そこに変化の必要はない。 

だが、現実の世界では、随所に悪い変化が発生し、放置していると僕たちは滅びてしまう。 

例えば、呼吸や睡眠、食事や排せつをしなければ生き物は死んでしまうし、働いてお金を稼ぎ、互いに助け合わ

なければ、現代人は生きていけない。 

残念ながら、現状のまま人口が増え続け、環境を破壊し続けていては、やがて人類は滅びるかもしれない。 

僕たちは変化し続けなければならないのは、そんな恐ろしい変化を防ぐためではないだろうか。 

・ 

なぜ僕が、土地を相続や売却せず、永続的に活用する事業にこだわるのか。 

それは、「起業は永続を目指す」からだと思えてきた。 

永続とは、滅びないことであり、成功や失敗で終わらないようにすることだ。 

創業が成功を目指すチャレンジなら、起業は継続を目指してチャレンジし続けることだ。 

だから起業に終わりはない。 

僕の支援活動にも終わりはない。 

 

http://nanoni.co.jp/20190715/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：地主の学校・開講します 

 

蒲田に残る、築１００年を超える古民家の活用について、お困りのNさんから相談を受けた。 

古家に住み続けた元の所有者は、周辺の住人や親族からも「変わり者扱い」されてきたかもしれないが、今とな

っては多くの人たちが「ぜひこのまま守ってほしい」という。 



その土地建物を、すでに高齢の N さんの父上が数年前に相続され、N さん姉妹は突然古民家存続の当事者にな

ってしまった。 

これまで「使えなくなった土地は売却する」のが当然だと思っていたのに、「土地を売らずに存続する」という課

題に直面した時、「土地資源」という概念に興味を持ったという。 

そして僕の発信する「地主の学校」という言葉に魅せられ、「是非とも地主について学んでみたい」との問い合わ

せをいただいた。 

・ 

もちろん僕は感激して、さっそく蒲田の古民家を訪問した。 

すでに幾度かの相続を経て分割・売却されてしまったものの、緑豊かな４００㎡の土地に建つ古民家の佇まいは

とても魅力的だ。 

数年前まで使われていたとはいえ、建物は荒れ果てていたが、Nさんたちが片付けた部屋でゆっくりお話しする

ことができた。 

古民家は当然空き家状態で、誰も住んでおらず固定資産税の住宅用地減免を適用されずに満額を支払っている。 

まずは固定資産税をねん出すべく事業を起こしたり、減免措置を受けるための工夫が必要だ。 

このような「土地経営」に取り組むのが「地主」というビジネスだ。 

地主を「土地という財産の単なる所有者」ではなく「土地という資源を活用する事業者」に育成するという目的

に、賛同して下さる Nさん姉妹に応えて、ぼくは「地主の学校」の開講を決意した。 

 

地主の学校・初級編 ① 

日時：2019年 8月 17日(土) 10-12時 

場所：笑恵館 東京都世田谷区砧 6-19-27 

費用：3,000円／回 を予定 

 

というわけで、正式開講に向けて準備します。 

カリキュラムを再構成して、全 5回程度にまとめたいと思います。 

お問合せ歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）07/15 ◎休業日・終日面談可（青葉台） 

（火）07/16 ◎作業日・終日面談可（横浜） 

（水）07/17 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（木）07/18 〇13-19時 面談可（笑恵館） 

13-18時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

18-20時 ★持ち寄り食事会（笑恵館） 



20-21時 ★ホームホスピス勉強会（笑恵館） 

（金）07/19 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（土）07/20 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-18時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（日）07/21 ◎休業日・終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

07/23-24 ★御宿起業塾① 

07/25 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/27 ★まつむら塾（笑恵館） 

07/28 ★名栗の森オーナーシップクラブ 7月例会（名栗） 

07/28 ★パルコカーサ 納涼会（西新井） 

08/01-04 ★御宿起業塾② 

08/08 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

08/08 ★笑恵館クラブ運営会議 

08/09 ★カプラー起業交流会（三茶） 

08/10 ★まつむら塾（笑恵館） 

08/15 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

08/17 ★地主の学校・初級編 ① 

 

今週は、金曜〆切の仕事があり、ちょっとパニックです。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


